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平成 24 年 9月 27 日 

各      位 

会 社 名       大王製紙株式会社 

代 表 者 名       取締役社長 佐光 正義 

(コード：3880、東証第一部) 

問 合 せ 先       専務取締役 阿達 敏洋 

(TEL．03－6895－1014） 

 

子会社における特別損失の計上に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の当社取締役会において、当社の連結子会社であるエリエールハワイ INC における  

リゾート開発計画の中止を決議いたしました（当該子会社においては、9月 18 日開催の同社取締役会にて

決議しております）。それに伴い、同社において固定資産の減損損失を計上する見込みとなりましたので、

お知らせいたします。 

 

１.当該連結子会社の概要 

(1)会社名  エリエールハワイ INC 

(2)所在地  米国ハワイ州 

(3)事業内容 ホテル事業、ゴルフ場事業、木材チップ輸出事業 

 

２.減損損失の内容 

エリエールハワイ INC は米国ハワイ州においてホテル・ゴルフ場事業を、また、同オレゴン州では木材

チップの輸出事業を展開しており、ハワイ州でのホテル・ゴルフ場事業についてはリゾート開発のための

投資を計画しておりました。一方、当社においては 9月 7日の中長期計画で発表いたしましたとおり洋紙・

Ｈ＆ＰＣ事業の収益力向上を軸として新グループ体制の下、高収益体質の実現を目指した取組を進めて 

おります。エリエールハワイ INC のリゾート開発計画については、当社グループのコア事業である紙・  

加工品の製造・販売との関連性が希薄であり、また、追加投資の回収期間も長期に及ぶものと考えられる

ことから、今般、開発計画中止の機関決定を行ったものです。 

開発計画の中止に伴い、ホテル・ゴルフ場事業の開発計画にかかる建設仮勘定等の固定資産について、

回収可能価額まで減額することにより約 1,850 百万円の減損損失を平成 25 年 3 月期第 2 四半期の連結  

決算において計上する見込みです。 

 

３.連結業績への影響 

本日付のプレスリリース「連結範囲の変更に関するお知らせ」でお知らせいたしましたとおり、当社は

連結子会社の増加に伴う第 2四半期累計及び通期の業績予想への影響を算定中であります。本件が業績に

与える影響も併せて算定中であり、判明次第、速やかに開示いたします。 

以 上 


